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資
料
紹
介
「
南
弘
日
記
」
大
正
七
年
紀
藤
田
裕
介
一
「
南
弘
日
記
」
に
つ
い
て
本
稿
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
南
弘
日
記
」（
大
正
七
年
一
月
〜
九
月
二
十
七
日
（
四
月
欠
け
））
の
紹
介
を
行
う
も
の
で
あ
る
。「
南
弘
日
記
」
は
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
六
月
二
十
二
日
に
南
弘
の
孫
に
あ
た
る
南
中
氏
よ
り
寄
託
さ
れ
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
六
月
一
六
日
に
再
び
寄
託
契
約
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
よ
り
公
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
南
弘
日
記
」
は
大
正
七
年
分
以
外
に
も
、
昭
和
二
〜
同
二
十
一
年
分
に
わ
た
る
日
記
が
同
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
大
正
七
年
の
日
記
は
、
全
九
冊
で
あ
り
、
和
綴
の
冊
子
と
な
っ
て
い
る
。
九
月
分
が
二
冊
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
と
四
月
分
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
除
き
、
一
冊
で
一
ヶ
月
分
の
記
述
が
あ
る
。
日
記
の
記
述
は
、
政
治
的
な
内
容
か
ら
家
族
に
関
す
る
こ
と
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
南
弘
の
伝
記
で
あ
る
南
弘
先
生
顕
彰
会
編
『
南
弘
先
生
人
と
業
績
』（
一
九
七
九
、
十
二
）
で
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
五
日
〜
昭
和
二
十
一
年
二
月
七
日
ま
で
の
日
記
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
が
、
研
究
に
お
い
て
活
用
さ
れ
た
こ
と
は
未
だ
に
な
い
と
考
え
ら
れ
る１
）。
二
南
弘
の
略
歴
『
枢
密
院
高
等
官
履
歴
』（
第
七
巻
、
昭
和
ノ
三
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
）
に
も
と
づ
い
て
、
南
弘
の
説
明
を
行
う
。
南
弘
は
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
富
山
県
県
会
議
員
で
あ
っ
た
岩
間
覚
平
の
次
男
と
し
て
越
中
国
射
水
郡
仏
生
寺
村
（
現
在
の
富
山
県
氷
見
市
仏
生
寺
）
に
生
ま
れ
、
同
県
二
代
目
県
会
議
長
を
務
め
た
南
兵
吉
の
養
子
と
な
る
。
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
七
月
一
〇
日
、
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
し
、
同
年
一
二
月
二
〇
一
「
南
弘
日
記
」
一
日
、
文
官
高
等
試
験
に
合
格
し
内
閣
属
に
任
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
三
月
一
六
日
、
内
閣
書
記
官
と
な
り
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
は
、
行
政
裁
判
所
評
定
官
を
兼
任
、
会
計
課
長
代
理
を
経
て
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
月
四
日
に
第
一
次
西
園
寺
公
望
内
閣
の
内
閣
書
記
官
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
七
月
一
四
日
、
第
二
次
桂
太
郎
内
閣
の
成
立
と
と
も
に
免
職
と
な
り
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
八
月
三
十
日
、
第
二
次
西
園
寺
公
望
内
閣
の
成
立
と
と
も
に
、
再
度
内
閣
書
記
官
長
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
臨
時
制
度
局
整
理
委
員
、
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
調
査
委
員
を
務
め
て
い
る
。
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
二
月
の
内
閣
総
辞
職
に
伴
い
、
貴
族
院
勅
選
議
員
に
任
命
さ
れ
た
（
昭
和
一
二
年
一
二
月
二
八
日
ま
で
）。
こ
の
後
、
政
友
会
系
の
貴
族
院
会
派
で
あ
る
交
友
倶
楽
部
に
所
属
し
、
政
友
会
に
協
力
し
て
い
く
。
そ
の
後
、
一
九
一
三
（
大
正
三
）
年
六
月
に
は
、
第
一
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
下
で
福
岡
県
知
事
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
九
月
に
成
立
し
た
原
敬
内
閣
で
は
文
部
次
官
に
就
任
す
る
。
そ
し
て
、
国
勢
調
査
評
議
会
評
議
員
・
都
市
計
画
調
査
委
員
・
官
有
財
産
調
査
委
員
・
文
部
省
所
管
事
務
政
府
委
員
・
教
員
検
定
委
員
会
会
長
・
法
規
整
理
委
員
会
委
員
・
中
央
統
計
委
員
会
委
員
・
教
育
評
議
会
委
員
・
臨
時
教
育
行
政
調
査
会
委
員
・
学
校
衛
生
調
査
会
会
長
・
行
政
制
度
審
議
会
委
員
・
臨
時
国
語
調
査
会
委
員
等
を
務
め
た
。
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
に
は
犬
養
毅
内
閣
下
で
台
湾
総
督
に
任
命
さ
れ
、
同
年
五
月
に
は
斎
藤
実
内
閣
の
逓
信
大
臣
に
就
任
し
た
。
こ
の
間
、
国
語
審
議
会
会
長
・
貴
族
院
制
度
調
査
会
委
員
等
を
務
め
て
い
る
。
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
一
二
月
に
枢
密
顧
問
官
に
任
命
さ
れ
た
後
、
教
育
審
議
会
委
員
等
を
務
め
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
二
月
八
日
に
没
し
た
。
三
解
題
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
は
、
寺
内
正
毅
内
閣
の
施
政
下
で
あ
り
、
南
は
貴
族
院
勅
選
議
員
と
し
て
会
派
交
友
倶
楽
部
に
所
属
し
て
い
る
。
交
友
倶
楽
部
は
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
二
月
二
四
日
に
貴
族
院
の
会
派
と
し
て
公
認
さ
れ
た
。
山
県
系
貴
族
院
議
員
の
田
健
治
郎
は
、
交
友
倶
楽
部
を
「
政
友
派２
）」
と
認
識
し
、
ま
た
南
と
同
様
に
同
倶
楽
部
に
所
属
し
て
い
た
水
野
錬
太
郎
も
「
主
と
し
て
政
友
会
系
の
人
々
の
集
ま
り３
）」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
交
友
倶
楽
部
は
貴
族
院
に
お
け
る
政
友
会
系
の
会
派
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
交
友
倶
楽
部
は
政
友
会
系
の
会
派
と
簡
単
に
説
明
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
は
、
史
料
的
な
制
約
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
日
記
の
存
在
が
交
友
倶
楽
部
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
交
友
倶
楽
部
と
政
友
会
の
関
係
を
示
す
二
つ
の
記
事
を
挙
げ
て
み
た
い
。
二
〇
二
ま
ず
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
月
十
九
日
条
の
記
述
で
あ
る
。
時
に
宗
像
ハ
我
々
の
倶
楽
部
に
入
っ
た
の
か
な
。
所
か
入
ろ
ふ
と
云
ハ
ん
よ
。
我
輩
も
云
つ
て
見
た
か
ど
ふ
云
ふ
理
か
知
ら
ん
か
入
ら
ん
よ
。
北
里
ハ
来
る
よ
。
彼
ハ
幸
倶
楽
部
か
ら
非
常
に
勧
誘
を
受
け
て
居
る
け
れ
と
、
結
局
我
々
の
所
に
来
る
よ
。
そ
ふ
な
れ
ハ
よ
い
か
。
彼
も
寺
内
か
ら
釘
打
れ
て
居
な
い
か
な
。
夫
れ
ハ
断
し
て
な
い
よ
。
何
處
か
に
入
る
と
き
に
ハ
僕
に
相
談
す
る
と
云
ふ
て
居
る
よ
。
こ
の
会
話
は
、
南
弘
と
当
時
寺
内
内
閣
の
内
務
次
官
で
あ
っ
た
水
野
錬
太
郎
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
会
話
に
挙
が
っ
て
い
る
「
宗
像
」
と
「
北
里
」
は
、
宗
像
政
と
北
里
柴
三
郎
の
こ
と
で
あ
り
、
前
年
の
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
十
二
月
二
十
六
日
に
お
い
て
勅
選
議
員
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
両
者
の
任
命
に
は
、
政
友
会
総
裁
で
あ
っ
た
原
敬
の
積
極
的
な
推
薦
が
作
用
し
て
い
る
。
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
九
月
二
十
九
日
に
原
は
、
寺
内
に
対
し
て
「
兼
て
の
案
た
り
し
宗
像
政
を
貴
族
院
に
入
る
ゝ
事
と
、
学
者
を
冷
遇
す
る
事
不
当
に
付
北
里
柴
三
郎
を
貴
族
院
に
入
る
ゝ
事
を
求
め４
）」
て
、
承
知
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
同
年
十
二
月
二
十
六
日
に
「
兼
て
申
入
置
き
た
る
宗
像
、
北
里
貴
族
院
議
員
任
命
の
事
は
閣
議
取
纏
め５
）」
ら
れ
、
同
日
中
に
勅
選
議
員
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
月
九
日
付
『
読
売
新
聞
』
で
は
勅
選
議
員
の
所
属
会
派
に
つ
い
て
「
宗
像
政
氏
は
交
友
倶
楽
部
に
入
る
べ
く
北
里
柴
三
郎
氏
は
茶
話
会
に
不
日
入
会
す
る
筈
な
り
」
と
し
て
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
南
と
水
野
の
会
話
で
は
、
交
友
倶
楽
部
へ
の
入
会
は
北
里
の
み
で
宗
像
は
入
会
を
表
明
し
て
い
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
交
友
倶
楽
部
が
、
原
の
推
薦
し
た
勅
選
議
員
二
名
を
勧
誘
し
て
い
る
こ
と
は
、
政
友
会
と
交
友
倶
楽
部
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
一
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
は
大
正
七
年
の
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
に
関
す
る
記
述
が
表
れ
て
く
る
。
六
月
八
日
条
の
記
事
を
挙
げ
て
み
る
。十
時
半
交
友
倶
楽
部
に
出
掛
け
た
。
安
楽
か
已
に
来
て
居
た
。
和
田
か
来
て
只
今
埼
玉
か
ら
帰
っ
た
所
た
。
田
中
源
太
郎
ハ
昨
日
研
究
会
に
入
る
こ
と
に
極
め
た
と
云
ふ
こ
と
て
田
嶋
に
強
談
判
を
し
た
ら
、
政
友
会
の
人
か
ら
何
と
も
聞
い
て
居
な
い
の
て
伊
集
院
子
爵
か
ら
是
非
入
る
様
に
と
の
勧
め
も
あ
り
、
知
事
か
ら
も
同
様
の
話
が
あ
っ
た
か
ら
た
と
云
ふ
か
ら
、
共
に
田
中
を
訪
ふ
て
色
々
談
判
の
末
研
究
会
に
対
し
返
辞
を
差
控
え
る
こ
と
ゝ
し
、
帰
路
田
嶋
と
相
談
の
上
、
水
野
の
紹
介
状
を
以
て
再
び
、
田
嶋
を
訪
問
す
れ
ハ
、
何
と
か
話
を
付
け
ん
と
云
ふ
て
居
た
。
か
ゝ
る
こ
と
て
ハ
何
の
役
に
も
立
た
ん
。
政
友
会
に
あ
っ
て
も
更
に
安
心
か
出
来
ん
と
二
〇
三
「
南
弘
日
記
」
云
ふ
か
ら
原
総
裁
か
ら
各
支
部
へ
厳
命
を
下
さ
す
る
こ
と
ゝ
し
、
岡
電
報
案
を
以
て
相
談
す
る
こ
と
ゝ
し
こ
こ
で
は
、
交
友
倶
楽
部
所
属
の
和
田
彦
次
郎
が
、
埼
玉
県
の
多
額
納
税
者
議
員
選
挙
で
政
友
会
系
候
補
と
目
さ
れ
て
い
た
田
中
源
太
郎
が
研
究
会
入
会
を
決
定
し
た
と
、
同
じ
く
政
友
会
系
の
現
職
多
額
納
税
者
議
員
で
あ
っ
た
田
島
竹
之
助
か
ら
聞
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
水
野
錬
太
郎
（
同
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
内
務
大
臣
）
の
「
紹
介
状
」
で
田
島
が
、
田
中
を
説
得
す
る
よ
う
に
取
り
決
め
て
い
る
。
し
か
し
、
交
友
倶
楽
部
で
は
、
田
島
の
工
作
だ
け
で
は
不
十
分
と
判
断
し
、
原
政
友
会
総
裁
に
政
友
会
各
支
部
か
ら
同
倶
楽
部
へ
の
入
会
を
促
す
よ
う
に
「
厳
命
」
を
出
さ
せ
る
こ
と
を
依
頼
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
、
二
つ
の
記
事
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
政
友
会
と
交
友
倶
楽
部
の
関
係
を
示
唆
す
る
記
事
が
多
々
存
在
し
て
い
る
。
本
日
記
は
、
政
友
会
系
と
表
面
上
で
し
か
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
交
友
倶
楽
部
の
実
態
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
註１
）
南
弘
を
扱
っ
た
研
究
は
木
村
秀
明
「
大
正
期
福
岡
県
の
図
書
館
政
策
と
そ
の
推
進
者
・
南
弘
に
つ
い
て
」
『
図
書
館
学
』
六
五
号
、
一
九
九
五
年
九
月
）
が
あ
る
が
、
日
記
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
２
）
尚
友
倶
楽
部
編
『
田
健
治
郎
日
記
』
大
正
元
年
十
二
月
二
十
五
日
条
（
二
巻
、
芙
蓉
書
房
、
二
〇
〇
八
）
３
）
「
懐
旧
録
」『
水
野
錬
太
郎
回
想
録
・
関
係
文
書
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
）
４
）
原
奎
一
郎
編
『
原
敬
日
記
』
大
正
六
年
九
月
二
十
九
日
条
（
四
巻
、
福
村
出
版
、
一
九
八
一
）
５
）
同
右
、
大
正
六
年
十
二
月
二
十
六
日
条
凡
例
一
、
本
稿
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
南
弘
日
記
」
大
正
七
年
一
月
一
日
〜
一
月
二
十
日
分
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
読
解
の
た
め
に
適
宜
句
読
点
を
い
れ
た
。
一
、
削
除
さ
れ
た
文
字
で
判
読
で
き
る
場
合
は
文
字
を
記
し
、
文
字
の
削
除
の
記
号
と
し
て
を
付
し
た
。
判
読
で
き
な
い
場
合
は
、
□
に
削
除
の
記
号
で
あ
る
を
付
し
た
。
一
、
誤
字
、
脱
字
、
当
て
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
（
マ
マ
）
を
付
し
、
類
推
で
き
る
も
の
に
は
（
カ
）
を
付
し
た
。
一
、
挿
入
や
書
き
加
え
な
ど
が
あ
る
場
合
は
〔
〕
を
用
い
た
。
一
、
掲
載
の
関
係
か
ら
、
改
行
は
╱
で
記
し
た
。
但
し
、
漢
詩
、
書
籍
か
ら
の
引
用
や
箇
条
書
き
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
改
行
を
行
わ
な
か
っ
た
。
二
〇
四
（
表
紙
）
大
正
七
年
紀
一
月
（
本
文
）
一
日
怒
濤
岸
を
打
つ
〔
ち
〕
て
飛
沫
壇
を
越
え
て
庭
樹
を
拂
╱
ふ
。
忽
ち
隣
室
の
人
呼
。
人
曰
、
旭
日
将
昇
と
夢
╱
徒
（ママ）然
と
し
て
醒
む
。〔
即
ち
〕
睡
眸
を
摩
し
被
を
擁
╱
し
出
て
に
倚
る
。
東
天
の
雲
裏
僅
に
紅
光
の
閃
ゝ
た
╱
る
を
見
る
の
み
。
即
辞
し
て
復
床
に
入
る
。
隣
人
復
呼
╱
て
曰
、
旭
日
已
昇
と
。
余
復
出
て
見
る
。
朝
光
赫
々
と
し
╱
て
海
を
射
る
を
見
る
、
時
七
時
。
╱
朝
餐
後
、
還
魂
記
を
読
む
。
寒
風
、
を
拂
い
╱
冷
気
重
衣
を
刺
す
。
即
ち
入
り
て
几
に
倚
り
、
賀
╱
状
を
認
む
。
に
至
り
て
僅
に
止
む
。
╱
五
時
半
入
浴
六
時
晩
餐
。
牌
を
弄
す
る
こ
と
約
╱
一
時
間
、
復
び
賀
状
を
聿
し
、
八
時
漸
く
了
す
。
╱
怠
気
從
て
生
し
、
書
を
読
む
に
し
即
爐
を
╱
擁
し
て
茗
を
啜
る
。
時
針
九
時
半
を
点
す
。
左
╱
隣
人
既
に
定
ま
り
静
か
に
、
右
隣
笑
談
仍
╱
は
盛
な
り
。
╱
黙
坐
少
時
、
常
時
の
律
を
定
む
。
尓
後
障
を
排
╱
し
て
之
を
行
は
ん
。
深
く
自
ら
省
み
て
、
之
を
心
に
誓
╱
ふ
。
「
十
時
寝
に
就
き
、
七
時
床
を
出
つ
る
こ
と
。
「
冷
水
摩
擦
を
行
ふ
こ
と
。
風
気
の
時
ハ
床
中
に
於
て
す
る
こ
と
。
乾
巾
を
以
て
す
る
も
可
な
り
。
「
日
記
を
書
す
る
こ
と
。
「
身
体
の
健
全
を
保
つ
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。
「
病
ハ
必
ず
医
に
就
き
て
之
を
除
く
こ
と
。
「
最
後
の
勝
利
ハ
健
康
に
あ
る
こ
と
を
三
思
す
べ
し
。
「
返
書
ハ
直
に
認
む
る
こ
と
。
「
何
事
に
も
努
力
す
る
こ
と
。
二
日
夜
来
の
雨
ハ
名
残
な
く
霽
れ
た
。
十
時
頃
達
岡
╱
部
来
遊
、
四
時
頃
帰
る
。
╱
此
夜
、
岡
野
先
生
の
室
て
十
時
過
き
ま
て
話
し
た
。
三
日
朝
光
瞳
々
た
り
。
午
前
又
岡
野
先
生
の
室
て
╱
十
二
時
頃
て
話
し
た
。
二
時
、
共
に
出
て
ゝ
元
田
を
訪
ふ
。
╱
先
つ
碁
を
挑
す
る
。
即
ち
左
詩
を
示
し
た
。
方
罫
縦
横
雖
起
風
手
談
半
日
又
争
工
局
前
一
語
先
相
寄
賭
墅
君
須
学
謝
公
局
に
対
す
る
こ
と
数
番
大
勝
を
博
し
た
。
夫
よ
り
時
╱
事
を
談
し
に
至
り
て
帰
る
。
╱
此
夜
、
岡
野
先
生
来
室
。
話
し
て
十
二
時
半
に
至
り
た
。
四
日
此
日
石
黒
五
十
二
来
訪
曇
天
寒
気
甚
し
。
十
時
牛
塚
、
正
力
来
遊
。
昼
╱
食
後
相
携
へ
て
岡
野
二
〇
五
「
南
弘
日
記
」
先
生
の
室
に
行
き
談
笑
╱
す
。
晩
食
を
共
に
し
、
九
時
二
十
分
両
氏
帰
る
。
五
日
旭
日
赫
々
た
り
。
朝
食
後
に
倚
り
還
魂
記
╱
上
巻
を
読
了
す
。
家
書
を
認
め
行
て
停
車
╱
場
の
郵
函
に
投
す
。
帰
れ
ハ
元
田
氏
来
訪
。
碁
╱
を
囲
み
て
薄
暮
に
至
る
。
大
敗
す
。
╱
此
地
に
来
り
日
と
し
て
入
湯
せ
さ
る
な
し
。
三
日
四
日
機
を
╱
失
し
遂
に
止
む
。
今
夜
九
時
始
め
て
入
る
。
六
日
昨
夜
、
西
隣
の
室
通
宵
笑
語
頻
り
に
起
り
て
╱
幾
度
か
破
る
。
╱
朝
光
軒
に
満
つ
、
に
倚
り
て
還
魂
記
下
巻
を
読
む
。
╱
実
寄
す
所
の
詩
を
批
朱
す
る
こ
と
左
の
如
し
尋
思
往
事
奈
君
何
二
載
西
風
鴈
季
過
老
母
無
言
涙
先
落
断
腸
羽
驛
暮
鳥
多
昼
餐
後
岡
野
先
生
来
室
話
し
て
に
至
る
。
風
╱
漸
く
起
り
夜
に
入
り
て
益
激
し
。
七
日
満
天
未
た
十
分
に
晴
を
放
た
す
。
停
午
雲
全
く
晴
れ
╱
風
全
く
止
む
、
に
倚
り
て
還
魂
記
を
読
む
。
岡
野
╱
先
生
来
室
。
話
す
る
こ
と
一
時
間
先
生
帰
□
□
。
三
時
半
╱
先
生
婦
人
令
嬢
と
共
に
帰
京
の
途
に
就
か
る
。
即
ち
╱
之
を
門
に
送
る
。
室
に
帰
れ
ハ
婢
来
り
て
移
室
を
勧
む
。
╱
即
行
李
を
調
え
て
先
生
の
室
に
移
る
。
╱
五
時
入
浴
。
客
漸
く
家
に
帰
り
浴
室
漸
く
閑
な
り
。
晩
╱
餐
後
、
牌
を
弄
す
。
先
生
最
も
困
し
と
せ
ら
れ
た
る
十
三
╱
枚
に
て
完
成
す
。
録
し
て
以
て
之
を
先
生
に
報
せ
ん
と
す
。
╱
此
夜
、
家
書
に
接
す
。
八
日
晴
色
満
軒
潮
光
射
窓
、
八
時
起
床
朝
食
後
、
に
╱
倚
り
て
還
魂
記
を
読
む
。
晴
日
背
を
炙
り
、
暖
な
る
こ
と
╱
郷
国
四
月
の
候
に
似
た
り
、
停
午
読
了
す
。
╱
午
食
後
元
田
を
訪
ふ
。
昨
夜
興
津
に
去
つ
て
今
夜
帰
╱
る
と
、
即
ち
辞
し
て
、
市
中
を
歩
し
て
宿
に
帰
る
。
に
倚
り
新
╱
聞
を
看
了
し
更
にM
a
ry W
a
rd
の
著
日
本
訳
英
国
戦
╱
の
努
力
を
読
む
。
╱
今
て
、
温
な
光
を
送
つ
て
呉
れ
た
太
陽
も
次
第
に
西
に
傾
ひ
て
╱
影
か
だ
ん
〳
〵
薄
れ
て
行
く
。
三
崎
半
島
ハ
浅
紺
に
桃
色
╱
を
帯
ひ
た
雲
の
下
に
静
か
に
横
い
て
居
る
。
一
帯
コ
ン
ク
リ
ー
ト
╱
の
塀
て
涛
ハ
見
え
ぬ
か
々
と
音
〔
を
〕
立
て
ゝ
居
る
。
海
上
╱
ハ
深
紺
の
色
を
漂
ハ
し
て
居
る
至
て
穏
か
て
あ
る
か
、
最
早
╱
一
片
の
帆
た
に
見
え
な
い
。
顧
み
て
豆
相
の
山
を
れ
ハ
╱
残
陽
今
し
も
函
山
の
一
角
に
落
ち
て
、
僅
か
に
夕
焼
〔
か
〕
╱
一
帯
〔
片
〕
の
雲
に
□
示
し
て
〔
輝
い
て
〕
居
る
の
み
て
あ
る
。
大
島
ハ
薄
す
ぼ
ん
╱
や
り
と
雲
と
波
の
間
に
潜
て
、
ま
る
て
春
の
夢
の
様
な
形
て
╱
あ
る
。
忽
ち
数
聲
の
漁
鼓
を
聞
く
か
と
思
ふ
と
忽
ち
波
際
╱
に
鈴
乃
（ママ）の
聲
か
傳
ハ
つ
た
。
何
か
漁
て
も
あ
つ
た
の
か
知
ら
ん
。
╱
所
え
三
助
か
来
て
〔
入
〕
湯
を
勧
め
た
。
客
二
〇
六
か
去
つ
て
風
呂
場
か
大
分
╱
不
景
気
と
見
え
る
。
一
つ
男
気
を
出
し
て
入
つ
て
や
ろ
ふ
か
知
ら
╱
ん
。
い
や
止
め
や
ふ
、
医
者
ハ
余
り
入
浴
ハ
感
心
せ
ん
と
云
ふ
た
╱
か
ら
、
昨
夜
入
つ
た
ば
か
り
だ
。
ま
ー
明
晩
の
こ
と
に
し
や
ふ
。
╱
日
ハ
全
く
暮
れ
た
。
電
燈
の
光
愈
々
明
る
く
な
つ
て
き
た
。
╱
然
し
、
夕
食
ま
て
ハ
ま
た
一
時
間
も
あ
る
。
何
を
し
や
ふ
。
書
╱
物
を
讀
む
の
も
大
儀
た
。
又
洋
牌
た
。
十
枚
の
も
三
度
╱
に
て
完
成
す
。
幸
運
て
ハ
な
い
か
。
膳
か
来
た
。
何
と
早
て
ハ
╱
な
い
か
。
常
よ
り
か
三
十
分
も
早
い
。
是
も
客
の
減
た
影
響
╱
か
な
。
食
後
の
薬
ハ
二
包
し
か
な
い
。
明
朝
き
り
た
。
六
日
に
出
╱
し
た
と
云
ふ
の
に
、
未
た
つ
か
な
い
。
一
時
半
程
の
處
へ
三
日
も
か
ゝ
╱
つ
て
、
ま
た
つ
か
ん
と
ハ
何
た
る
郵
便
事
務
ノ
怠
慢
て
あ
ろ
╱
ふ
か
。
明
日
午
前
に
著
け
ハ
よ
い
か
薬
か
な
い
と
何
た
か
╱
心
細
い
。
何
時
も
薬
す
き
た
と
云
ふ
て
家
内
に
笑
ハ
れ
る
╱
け
れ
と
、
病
気
の
時
に
薬
か
な
い
と
橈
の
な
い
舟
や
油
の
╱
き
れ
た
機
械
の
様
な
気
か
し
て
な
ら
ぬ
。
╱
又
、
洋
牌
を
始
め
た
。
切
り
か
た
か
悪
い
の
か
好
い
の
か
知
ら
ぬ
か
╱
十
枚
の
や
つ
か
ま
た
出
来
た
。
同
じ
札
二
枚
連
続
し
た
と
き
╱
に
除
去
す
る
も
の
を
や
つ
た
か
、
と
ふ
し
て
も
出
来
な
い
。
約
三
四
十
╱
分
も
経
て
漸
く
本
望
を
遂
け
た
。
╱
時
漁
鼓
と
思
ふ
た
太
鼓
か
、
夜
に
入
り
も
仍
ほ
止
ま
ん
。
そ
╱
こ
で
婢
に
聴
て
見
た
所
が
、
村
祭
の
て
十
四
日
ま
て
昼
╱
夜
打
す
る
由
た
。
╱
又
「
英
国
戦
時
の
努
力
」
を
讀
み
始
め
た
。
中
々
面
白
い
。
さ
す
か
╱
英
国
皇
帝
陛
下
か
我
珍
田
大
使
に
一
読
を
勧
め
ら
れ
╱
た
の
も
無
理
ハ
な
い
。
就
中
、
職
工
共
か
、
自
分
等
ハ
国
家
の
為
╱
め
働
い
て
居
る
こ
と
を
自
覚
し
て
不
平
の
な
い
こ
と
て
あ
る
。
婦
╱
人
の
働
き
の
如
き
も
最
も
興
味
を
牽
か
れ
た
一
で
あ
る
。
彼
等
か
╱
「
小
な
分
」
を
盡
し
て
居
る
こ
と
を
覚
り
、
塹
壕
に
ゐ
る
兵
卒
╱
と
一
緒
に
働
て
ゐ
る
と
思
惟
す
る
な
と
ハ
敬
服
の
至
り
て
あ
る
。
╱
又
、
独
逸
の
捕
虜
か
此
戦
争
ハ
何
れ
程
続
く
た
ろ
う
と
尋
╱
た
に
対
し
、
英
国
の
一
軍
曹
の
答
か
実
に
要
領
ヲ
得
て
居
る
て
╱
ハ
な
い
か
。
夫
れ
ハ
誰
に
も
分
ら
な
い
か
、
最
初
の
五
年
間
ハ
一
番
酷
い
と
云
ふ
こ
と
丈
は
慥
た
英
佛
人
間
ノ
共
同
動
作
両
国
人
間
に
十
分
の
╱
了
解
の
あ
る
こ
と
ハ
何
よ
り
頼
も
し
い
こ
と
た
。
ど
う
し
て
も
╱
此
両
国
か
う
ん
と
結
合
せ
ね
ハ
、
と
て
も
戦
を
続
け
る
こ
と
か
╱
六
か
し
い
。
╱
百
六
十
頁
を
讀
ん
た
。
夜
か
だ
ん
〳
〵
更
け
る
に
従
ふ
て
╱
寒
さ
か
段
々
加
ハ
つ
て
来
る
。
月
か
明
る
い
筈
た
。
唐
人
の
所
╱
謂
月
色
涛
聲
共
一
楼
だ
。
然
し
寒
ひ
の
て
窓
外
を
╱
眺
め
る
勇
気
も
出
な
い
。
を
擁
し
て
只
た
、
涛
聲
を
╱
聞
く
の
み
た
。
月
に
ハ
失
敬
す
る
。
╱
心
配
し
て
居
た
薬
ハ
漸
く
著
い
た
。
之
て
安
心
た
。
╱
十
一
日
の
朝
の
分
ま
て
あ
る
か
ら
丁
度
い
。
╱
十
日
に
ハ
帰
り
て
、
十
一
日
に
再
ひ
額
田
博
士
の
病
院
に
行
く
の
て
╱
あ
る
か
ら
之
て
十
分
だ
。
╱
も
う
十
時
に
な
る
か
ら
寝
る
こ
と
に
し
や
ふ
。
あ
ー
寒
い
〳
〵
。
九
日
二
〇
七
「
南
弘
日
記
」
七
時
頃
か
ら
目
ハ
覚
め
た
。
下
婢
が
書
斎
を
掃
除
せ
な
い
╱
か
ら
起
き
て
も
仕
方
か
な
い
。
空
想
に
耽
り
な
か
ら
、
暖
か
な
床
の
╱
中
に
潜
つ
て
居
た
。
朝
食
を
了
え
た
の
ハ
十
時
て
あ
つ
た
。
╱
日
ハ
赫
々
と
輝
い
て
居
る
。
風
ハ
少
小
あ
る
か
、
海
ハ
至
極
╱
穏
か
て
布
帆
か
彼
處
此
處
を
點
々
と
し
て
景
を
添
え
て
居
╱
る
。
に
倚
り
て
又
英
国
戦
時
の
努
力
を
読
ん
た
。
十
二
╱
時
十
分
過
き
に
読
み
了
た
。
╱
中
食
後
、
元
田
を
訪
ね
た
か
不
在
て
あ
つ
た
。
々
帰
り
て
╱
上
の
人
と
な
り
天
真
閣
詩
鈔
を
読
ん
た
。
╱
晩
食
後
、
会
心
の
詩
十
数
章
を
写
し
た
。
明
日
ハ
家
に
帰
╱
る
の
た
。
何
と
な
く
嬉
い
心
持
ち
か
す
る
。
中
食
に
た
べ
た
鯖
の
╱
干
物
か
可
な
り
佳
味
て
あ
つ
た
か
ら
試
み
に
二
十
枚
計
誹
へ
た
。
╱
明
日
の
家
包
と
す
る
の
だ
。
╱
風
も
止
ん
た
。
只
波
の
音
は
か
り
か
々
と
し
て
居
る
。
海
岸
の
夜
╱
ハ
何
處
て
も
波
の
専
有
物
た
。
╱
福
田
博
士
の
国
民
経
済
講
話
を
読
み
始
め
た
。
十
時
頃
に
な
つ
╱
て
漸
く
二
百
二
頁
て
来
た
。
未
た
全
体
の
こ
と
を
彼
是
云
ふ
こ
と
か
╱
出
来
ん
か
、
今
て
の
所
を
以
て
評
す
れ
ハ
、
あ
ま
り
に
通
俗
す
き
、
╱
繫
簡
し
き
を
失
し
て
居
る
と
、
思
ハ
れ
る
所
も
少
く
な
い
。
例
╱
之
学
問
に
関
す
る
説
明
の
如
き
、
今
少
し
丁
寧
に
あ
り
た
い
。
╱
王
安
石
の
話
の
如
き
余
談
か
所
々
に
あ
つ
て
、
然
も
方
か
其
方
が
本
文
の
説
╱
明
よ
り
長
い
。
是
ハ
講
習
会
の
講
話
や
此
本
の
基
礎
を
╱
な
し
て
居
る
為
て
、
著
者
ハ
鶏
肋
の
感
か
あ
つ
て
、
此
等
を
割
╱
愛
す
る
こ
と
か
出
来
な
か
つ
た
の
て
あ
ろ
ふ
。
夫
れ
に
し
て
も
必
要
╱
な
所
の
説
明
ハ
丁
寧
に
反
覆
す
る
こ
と
か
講
習
会
に
╱
採
り
て
も
最
も
緊
要
の
こ
と
て
あ
る
ま
い
か
。
十
日
八
時
少
し
前
に
床
を
出
た
。
天
気
ハ
曇
天
ら
し
い
。
窓
に
日
光
╱
か
照
り
照
ら
な
か
つ
た
り
だ
。
寒
く
な
け
ね
ハ
よ
い
か
、
今
日
ハ
╱
家
に
帰
る
の
た
か
ら
、
鯖
の
一
夜
干
鳥
渡
と
鞄
一
つ
宿
奴
╱
に
持
た
せ
て
、
六
十
時
二
十
分
発
の
汽
車
に
乗
り
込
ん
た
。
╱
小
川
平
吉
か
居
た
。
熱
海
か
ら
の
帰
り
と
云
ふ
こ
と
た
。
藤
澤
╱
て
降
り
た
。
多
分
、
原
総
裁
を
訪
ふ
の
た
ろ
ふ
。
一
時
頃
漸
（ママ）╱
と
家
に
著
い
た
。
宮
崎
の
妹
と
子
供
か
来
て
居
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
か
╱
大
変
に
喜
ん
た
。
子
の
病
気
も
余
程
好
い
。
家
主
ハ
例
╱
に
依
り
て
梅
の
鉢
を
よ
こ
し
て
居
る
か
花
ハ
容
易
に
開
き
╱
了
ふ
に
も
な
い
。
故
事
読
本
と
云
ふ
本
か
来
て
居
た
か
ら
あ
つ
ち
╱
こ
ち
読
て
見
た
。
可
な
り
面
白
い
本
た
。
╱
晩
食
後
ラ
ジ
ユ
ム
湯
に
入
り
て
寝
た
。
╱
鳥
渡
記
す
こ
と
を
忘
れ
た
か
、
晩
食
後
に
河
原
田
か
見
舞
╱
に
来
て
く
れ
た
。
十
一
日
極
め
て
好
い
天
気
だ
。
風
も
な
い
、
日
ハ
照
て
居
る
。
十
時
半
頃
╱
車
で
額
田
病
院
に
赴
い
た
。
十
一
時
半
頃
漸
く
診
て
も
ろ
╱
ふ
た
。
尿
の
検
査
て
ハ
比
重
か
十
〇
八
て
蛋
白
ハ
痕
跡
て
╱
あ
る
。
先
生
の
云
ふ
に
ハ
、
血
圧
其
他
総
て
が
好
都
合
で
あ
る
が
、
╱
通
し
か
よ
く
な
い
為
め
に
、
多
少
回
復
か
妨
け
ら
れ
て
居
╱
る
。
五
日
分
の
薬
を
貰
ふ
て
帰
二
〇
八
つ
た
。
╱
中
食
後
、
要
と
二
人
て
年
賀
状
の
残
を
整
理
し
╱
た
し
た
。
四
時
頃
永
田
か
来
た
。
検
尿
の
結
果
ハ
ほ
ん
の
少
╱
量
の
も
の
か
あ
る
。
転
地
の
日
の
も
の
に
比
せ
ハ
、
ず
つ
と
少
ひ
。
此
分
╱
て
ハ
自
然
に
と
れ
る
。
先
つ
結
構
て
あ
る
と
居
つ
て
い
た
。
╱
晩
食
後
、
ラ
ジ
ユ
ム
の
湯
に
入
り
て
八
時
過
き
に
寝
た
。
十
二
日
土
天
気
ハ
前
日
よ
り
更
に
好
い
。
極
く
暖
か
た
。
十
一
時
五
分
て
大
╱
磯
へ
行
ふ
と
思
ふ
て
居
た
か
、
少
し
窮
屈
で
あ
る
か
ら
十
二
時
五
十
分
╱
の
に
延
ハ
し
た
。
一
宮
か
来
た
。
十
一
時
半
頃
に
中
食
を
し
て
十
二
時
╱
に
車
て
家
を
出
た
。
新
橋
の
停
車
場
て
聲
を
か
け
ら
れ
╱
た
。
何
て
も
貴
族
院
議
員
ら
し
い
〔
老
〕
夫
婦
か
乗
り
込
ん
╱
た
。
其
子
か
送
て
来
て
居
た
。
其
人
と
知
人
ら
し
い
。
其
結
╱
果
老
夫
婦
と
も
断
え
す
話
し
て
居
た
。
其
様
子
に
よ
れ
╱
ハ
吉
田
子
爵
ら
し
い
。
老
夫
婦
ハ
誰
か
知
れ
な
い
ヶ
崎
╱
の
別
荘
に
行
く
の
た
ろ
ふ
た
。
後
て
吉
田
子
爵
（
余
の
考
╱
ふ
る
）
に
聞
い
た
ら
彼
れ
ハ
福
岡
孝
悌
と
云
ふ
こ
と
た
。
単
╱
に
生
命
か
あ
る
と
云
ふ
に
過
き
な
い
。
夫
れ
て
も
、
枢
密
顧
問
╱
た
。
伊
東
子
爵
の
同
院
に
勢
力
の
あ
る
の
も
無
理
ハ
な
い
。
╱
吉
田
子
爵
ハ
大
磯
の
岩
崎
の
別
荘
に
滞
在
の
保
科
╱
子
爵
を
訪
ふ
の
た
ろ
ふ
た
。
宿
に
帰
り
て
貴
族
院
の
宿
╱
所
名
簿
を
見
た
ら
、
慥
か
に
〔
子
爵
の
〕
吉
田
清
風
て
あ
る
。
車
中
╱
老
夫
婦
に
対
し
て
、
吉
田
と
云
ふ
た
。
余
と
話
し
中
に
研
╱
究
会
に
属
す
る
子
爵
議
員
て
あ
る
と
云
ふ
こ
と
も
知
れ
た
。
╱
而
し
て
、
現
に
柏
木
に
第
宅
を
有
し
て
居
る
こ
も
（ママ）分
つ
た
。
╱
夫
等
の
事
実
て
吉
田
清
風
に
違
い
の
な
い
。
╱
元
の
室
に
入
つ
た
時
に
何
と
な
く
寂
し
い
感
し
か
シ
た
。
前
に
╱
此
室
に
居
て
余
と
現
在
此
室
に
立
つ
て
居
る
余
と
ハ
何
た
か
別
な
╱
人
て
も
あ
る
か
の
如
く
思
は
れ
た
。
夫
れ
か
為
め
室
╱
や
物
と
親
し
み
が
何
だ
か
少
い
。
然
是
も
一
刹
カ
）
╱
利
那
の
感
じ
に
過
き
な
か
つ
た
。
鞄
を
開
け
て
書
籍
を
出
し
た
り
、
╱
筆
硯
を
調
え
て
し
ま
つ
た
ら
、
忽
ち
元
の
余
に
帰
り
つ
て
し
ま
つ
た
。
╱
東
京
に
帰
り
た
為
に
中
断
せ
ら
れ
た
室
四
回
と
の
親
か
復
活
し
た
〔
て
〕
╱
寂
し
み
か
な
く
な
つ
た
。
╱
五
時
少
し
過
き
に
湯
に
入
つ
た
。
晩
食
後
墺
皇
嗣
と
汎
╱
独
逸
主
義
の
一
文
を
草
了
し
て
、
国
民
経
済
購
話
を
╱
二
十
七
□
頁
計
を
読
ん
て
、
二
百
三
十
七
頁
に
至
つ
た
。
つ
ま
り
、
第
╱
八
章
て
読
了
し
た
の
た
。
╱
も
ふ
十
時
に
な
つ
た
か
ら
、
寝
や
ふ
。
涛
聲
か
独
り
寂
し
く
╱
聞
こ
ゆ
る
の
み
た
。
盛
か
ん
に
打
つ
て
居
た
社
鼓
の
聲
も
と
╱
ふ
に
止
ん
し
（ママ）ま
つ
た
、
や
つ
は
り
夜
ハ
涛
の
も
の
た
。
十
三
日
日
昨
夜
ハ
夢
は
か
り
み
て
居
た
為
め
、
頭
か
は
つ
き
り
し
な
い
。
╱
九
時
漸
く
起
き
た
。
朝
光
ハ
相
変
ら
す
赫
々
と
窓
を
射
╱
て
居
る
。
朝
食
後
、
に
依
つ
て
故
事
読
本
を
読
ん
た
。
╱
可
な
り
面
白
い
。
╱
東
京
に
帰
り
て
居
る
間
に
、
元
田
か
尋
ね
た
と
云
ふ
こ
と
だ
か
ら
午
╱
後
か
ら
其
門
を
敲
い
て
見
ん
と
思
ふ
て
居
た
か
生
憎
風
か
╱
出
て
来
た
。
然
も
可
二
〇
九
「
南
弘
日
記
」
な
り
強
い
。
漁
船
ハ
急
い
て
照
か
崎
に
向
て
帰
╱
り
て
来
る
。
波
の
音
ハ
だ
ん
〳
〵
高
く
な
り
、
再
ひ
此
室
か
洗
い
去
╱
ら
る
ゝ
か
如
き
こ
と
か
な
け
れ
は
よ
い
か
と
、
心
中
か
に
恐
れ
た
位
て
╱
あ
つ
た
。
外
出
ハ
や
め
た
。「
セ
テ
ダ
ン
」
の
破
汎
独
逸
計
画
を
╱
読
ん
た
。
╱
五
時
頃
、
湯
に
入
つ
た
。
晩
食
後
、
兼
田
秀
雄
か
ら
病
気
見
舞
╱
の
手
紙
を
受
取
つ
た
。
一
時
間
計
ノ
洋
牌
を
弄
ん
だ
か
╱
一
度
も
出
来
な
か
つ
た
。
今
度
ハ
国
民
経
済
講
話
に
し
た
。
╱
九
章
と
十
章
を
読
了
し
た
。
夫
れ
か
ら
故
事
読
本
を
╱
読
ん
て
、
地
理
歳
時
の
二
章
を
了
え
た
。
╱
十
時
に
な
つ
た
。
寝
る
こ
と
に
し
や
ふ
涛
ハ
独
り
不
断
の
力
を
╱
以
て
岸
を
打
つ
て
居
る
。
其
以
外
の
も
の
ハ
皆
休
す
た
。
十
四
日
月
今
朝
ハ
少
し
早
く
起
き
た
。
昨
夜
、
書
斎
を
今
少
し
早
く
掃
╱
除
し
ろ
と
命
し
て
置
い
た
結
果
た
。
夫
れ
て
も
八
時
て
あ
つ
た
。
之
╱
ハ
し
か
た
か
な
い
の
た
。
宿
の
も
の
全
体
か
遅
れ
た
の
か
ら
。
╱
日
〔
は
〕
曇
て
居
た
。
朝
食
の
間
に
故
事
読
本
の
朝
廷
の
一
章
╱
を
読
ん
た
。
食
後
、
東
京
の
宅
へ
電
話
を
懸
け
て
薬
を
頼
ん
╱
た
。
日
ハ
輝
い
て
来
た
。
今
日
ハ
下
町
の
御
祭
た
。
絵
葉
書
を
求
め
╱
旁
々
景
況
を
見
て
こ
や
〔
よ
〕
ふ
と
思
ふ
て
外
え
出
た
か
風
か
あ
る
。
微
╱
か
て
ハ
あ
る
か
北
風
て
あ
る
か
ら
中
々
寒
い
。
十
銭
で
大
磯
八
景
の
╱
絵
葉
書
を
買
て
、
郵
便
局
の
手
前
あ
た
り
か
ら
下
町
へ
出
た
か
╱
何
の
事
も
な
い
。
只
處
々
に
小
供
か
社
鼓
を
打
て
居
る
計
り
た
。
╱
海
岸
の
方
へ
出
た
。
漁
師
共
ハ
彼
處
此
處
に
集
り
て
、
国
て
云
╱
ふ
「
さ
げ
ー
ち
や
ふ
」
を
作
り
て
居
る
。
其
数
か
何
て
も
七
つ
計
り
╱
あ
つ
た
。
宿
屋
の
前
に
も
二
つ
も
あ
る
。
寒
さ
に
閉
戸
（ママ）し
て
急
い
╱
て
帰
り
た
ら
新
聞
と
手
紙
か
来
て
居
た
。
藤
に
臥
╱
こ
ろ
ん
て
読
た
。
神
奈
川
県
の
理
事
官
の
大
森
か
尋
╱
ね
て
来
た
。
中
食
を
共
に
し
て
一
時
過
き
に
去
つ
た
。
╱
午
後
か
ら
日
か
曇
て
来
た
、
益
々
寒
く
な
つ
て
来
た
か
ら
外
へ
╱
出
る
こ
と
ハ
止
め
た
。
独
逸
東
方
政
策
を
二
三
枚
記
（ママ）草
╱
し
た
。
五
時
に
な
つ
た
か
ら
湯
に
入
つ
た
。
╱
晩
餐
後
、
一
時
間
た
ら
す
洋
牌
を
弄
し
て
見
た
か
、
や
は
り
╱
不
成
功
に
終
つ
た
。
国
民
経
済
講
話
を
読
み
始
め
た
。
八
╱
時
頃
て
あ
つ
た
ろ
ふ
。
下
婢
が
倉
皇
て
ゝ
戸
を
敲
て
、
只
今
火
╱
を
付
け
ま
し
た
か
ら
出
て
御
覧
な
さ
い
と
云
ふ
か
ら
急
い
て
╱
出
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
に
倚
つ
て
見
た
。
成
程
燃
え
上
り
て
╱
居
る
。
ぱ
ち
〳
〵
音
か
す
る
。
大
焔
か
上
か
ら
大
勢
之
を
囲
ん
╱
て
わ
い
〳
〵
騒
い
て
居
る
。〔
只
〕
夫
れ
丈
の
こ
と
て
あ
る
。
寒
い
か
ら
直
く
╱
室
へ
帰
つ
た
。
燃
る
音
騒
く
聲
ハ
益
々
激
し
く
な
る
。
此
聲
╱
を
聞
き
、
彼
の
火
を
て
ハ
坐
る
に
幼
少
の
時
代
か
思
い
出
さ
れ
て
╱
な
ら
な
か
つ
た
。
雪
の
深
い
中
を
所
謂
深
履
靴
を
は
い
て
村
╱
の
小
供
等
と
一
所
に
な
つ
て
、
藁
や
竹
を
貰
ひ
集
め
て
、
宮
╱
の
前
の
田
の
中
て
竹
を
真
中
に
立
て
ゝ
之
に
藁
や
松
飾
╱
を
く
つ
け
て
、
夜
に
な
つ
て
火
を
つ
け
て
、
竹
の
わ
れ
る
音
を
╱
聴
て
無
上
の
楽
み
と
し
た
も
の
た
。
今
現
に
此
前
に
わ
い
〳
〵
╱
騒
て
居
る
小
供
等
ハ
、
即
ち
当
時
の
余
と
同
一
の
楽
み
を
二
一
〇
╱
受
け
て
居
る
の
た
。
何
た
か
懐
か
し
い
感
し
か
し
て
な
ら
ぬ
。
考
╱
え
て
見
る
と
〔
と
ふ
〕
三
十
何
年
と
云
ふ
前
の
こ
と
た
。
遅
い
様
て
早
╱
い
も
の
た
。
╱
九
時
〔
半
〕
頃
に
十
三
章
て
読
み
了
は
〔
つ
〕
た
。
今
日
ハ
非
常
に
╱
勉
強
し
た
訳
た
。
明
日
ハ
第
四
篇
生
産
論
に
入
る
の
た
。
╱
今
日
ハ
通
し
ハ
二
回
あ
つ
た
。
╱
十
時
半
に
な
つ
た
。
寒
さ
ハ
益
々
加
つ
て
来
る
爐
に
面
し
て
╱
居
ら
ぬ
身
体
の
部
分
ハ
恰
も
水
の
中
に
て
も
居
る
様
の
感
し
╱
か
す
る
。
早
く
床
も
入
ろ
ふ
。
十
五
日
火
朝
の
内
ハ
日
か
輝
ひ
て
居
た
か
、
す
く
曇
て
し
ま
つ
た
。
井
原
豊
作
か
╱
ら
見
舞
の
手
紙
か
来
た
。
尾
ニ
旧
時
の
情
を
説
て
あ
る
。
可
愛
╱
男
た
。
午
前
と
午
後
と
て
僅
か
に
東
方
策
三
枚
書
い
た
。
╱
昨
晩
か
ら
右
の
眼
か
少
し
変
た
か
ら
て
も
あ
る
。
遅
々
と
し
て
進
ま
な
╱
い
こ
と
夥
し
い
。
夫
れ
か
ら
井
原
、
兼
田
、
大
谷
と
に
子
に
宛
つ
る
╱
絵
葉
書
を
認
め
た
。
五
時
半
に
な
つ
た
。
急
い
て
湯
に
入
つ
た
。
╱
晩
食
後
、
久
振
り
て
按
摩
の
秀
助
を
呼
ん
た
か
不
在
て
来
╱
な
か
つ
た
。
╱
今
夜
ハ
読
書
を
止
め
た
。
詩
を
少
し
許
り
読
た
り
、
書
い
た
り
╱
し
て
見
た
。
╱
九
時
に
薬
か
著
い
た
。
今
度
ハ
早
い
。
昨
日
出
し
た
の
も
ふ
今
日
╱
著
い
た
。
乾
利
一
か
ら
見
舞
の
端
書
が
来
た
。
留
守
宅
を
╱
訪
ふ
て
始
め
て
知
つ
て
驚
い
た
と
書
い
て
あ
る
。
新
聞
も
一
所
に
╱
来
た
か
ら
読
み
始
め
た
。
相
模
の
記
事
か
最
も
面
白
い
。
と
ー
╱
ど
ふ
十
時
半
に
な
つ
た
。
十
六
日
水
昨
夜
三
時
過
き
に
、
は
ゞ
か
り
に
起
き
た
。
少
く
す
る
と
風
が
大
分
╱
荒
れ
て
来
た
。
涛
聲
も
高
い
。
容
易
に
安
眠
す
る
こ
と
か
出
╱
来
な
か
つ
た
。
八
時
床
を
出
た
。
╱
今
日
も
曇
天
た
。
夜
来
の
風
か
ま
た
止
ま
な
い
。
小
さ
く
ハ
な
つ
て
╱
居
る
。
寒
い
。
午
前
と
午
後
て
東
方
策
を
四
枚
書
い
た
。
家
書
╱
と
清
水
徳
太
郎
か
ら
の
書
面
か
来
た
。
五
時
過
き
に
湯
に
入
╱
つ
た
。
老
人
か
先
き
に
入
り
居
た
。
僕
の
隣
室
の
人
ら
し
い
。
碁
の
╱
相
手
か
な
い
か
と
三
助
に
話
し
た
。
三
助
ハ
直
く
に
余
を
推
挙
╱
し
た
。
夫
れ
か
ら
、
直
接
話
か
始
つ
た
。
何
れ
其
内
挑
ま
る
ゝ
こ
と
╱
て
あ
ろ
ふ
。
╱
内
へ
返
事
を
出
し
た
。
食
後
、
旧
稿
を
読
て
見
た
。
当
時
╱
の
有
様
か
歴
々
と
浮
ん
て
来
て
面
白
い
。
新
聞
が
来
た
又
╱
十
時
半
に
な
つ
た
。
十
七
日
木
九
時
に
や
つ
と
起
き
た
。
日
ハ
う
ら
〳
〵
と
照
て
居
る
。
こ
ん
な
╱
こ
と
な
ら
、
も
ふ
少
し
早
く
起
き
れ
ハ
よ
か
つ
た
。
╱
十
時
頃
や
つ
と
朝
食
を
す
ま
し
た
。
貴
族
院
の
宮
田
╱
書
記
官
へ
年
賀
の
礼
を
國
吉
へ
病
後
の
好
良
を
共
に
╱
絵
葉
書
に
認
め
て
、
之
を
郵
函
に
投
し
た
。
又
十
銭
て
╱
大
磯
の
絵
葉
書
を
求
め
た
。
夫
れ
か
ら
、
加
藤
高
明
の
別
荘
╱
の
あ
た
り
を
散
歩
し
た
。
帰
り
て
上
て
故
事
読
本
╱
文
臣
武
職
祖
孫
父
子
兄
弟
夫
婦
叔
姪
の
六
章
╱
を
読
了
し
、
夫
れ
か
ら
几
に
向
つ
て
東
方
策
三
枚
を
草
し
╱
た
。
五
時
過
と
な
つ
た
か
ら
湯
に
入
つ
た
。
╱
晩
二
一
一
「
南
弘
日
記
」
食
か
少
し
遅
れ
た
為
め
夜
ハ
新
聞
を
読
ん
て
過
し
╱
て
し
ま
つ
た
。
十
八
日
金
八
時
に
起
き
た
。
朝
光
か
室
一
杯
に
な
つ
て
居
る
。
何
と
も
云
へ
ぬ
気
持
╱
た
。
起
つ
て
窓
を
推
せ
ハ
、
海
ハ
鏡
の
様
に
平
か
た
。
古
（ママ）事
╱
読
本
を
読
ん
た
。
朝
食
後
、
内
子
、
釜
本
尚
剛
、
達
吉
へ
╱
絵
葉
書
を
認
め
て
散
歩
に
出
か
け
て
、
郵
便
局
の
横
か
ら
停
╱
車
場
の
方
へ
出
た
。
若
い
男
の
人
か
御
辞
気
（ママ）し
た
。
誰
か
知
ら
╱
ん
。
ど
ー
も
思
ひ
出
せ
な
い
。
先
の
絵
葉
書
、
停
車
場
の
郵
函
に
╱
投
じ
て
、
帰
路
菊
屋
に
寄
つ
て
子
の
土
産
に
す
る
の
に
箱
╱
根
細
工
の
弄
品
を
二
三
点
を
買
つ
た
。
十
二
時
た
。
ま
た
中
╱
食
ま
て
一
時
間
あ
る
。
又
東
方
策
を
一
枚
計
書
い
た
。
╱
中
食
后
一
時
間
程
藤
の
下
に
ご
ろ
り
と
横
に
な
り
て
╱
半
睡
半
醒
の
有
様
て
過
し
た
。
ま
た
、
風
か
出
て
来
た
。
╱
前
の
松
も
迷
惑
相
な
顔
し
て
吹
か
れ
て
居
る
。
面
╱
白
そ
ふ
に
し
て
居
る
の
ハ
犬
は
か
り
た
。
然
し
、
室
内
ハ
相
変
ら
す
╱
暖
か
い
几
の
あ
た
り
ハ
日
光
か
満
ち
〳
〵
て
お
る
。
只
戸
か
が
た
〳
〵
╱
と
鳴
る
の
〔
か
〕
少
々
耳
障
り
た
。
ど
ー
か
す
る
と
戸
の
𨻶
き
か
ら
╱
矢
の
様
に
風
か
来
る
こ
と
か
あ
る
。
之
ハ
更
に
好
く
な
い
。
か
ら
下
り
╱
て
緊
り
と
し
め
て
見
た
か
、
余
り
上
等
て
な
い
か
ら
は
や
╱
や
は
り
だ
め
た
、
成
る
丈
け
𨻶
間
の
な
い
所
へ
背
を
向
け
て
╱
故
事
読
本
を
読
ん
た
。
十
三
の
外
戚
を
了
え
た
。
夫
れ
か
ら
、
又
╱
東
方
策
に
か
ゝ
つ
た
。
ど
ー
も
牛
歩
た
。
大
牛
歩
た
。
も
ふ
幾
日
╱
か
ゝ
つ
た
ろ
ふ
。
未
た
書
き
終
ら
な
い
。
尤
も
終
り
ぎ
わ
に
ハ
な
つ
て
来
╱
て
居
る
。
然
し
、
完
成
せ
ん
こ
と
ハ
事
実
た
。
ど
ー
も
此
の
間
か
ら
╱
眼
か
少
々
工
合
悪
い
か
ら
た
。
夫
れ
て
な
け
れ
ハ
と
ー
に
書
き
╱
終
つ
て
居
る
筈
た
。
╱
五
時
過
き
に
、
湯
に
入
つ
た
。
誰
も
居
ら
ん
。
大
勢
一
所
に
入
る
の
か
╱
慣
れ
と
な
つ
た
せ
い
か
、
何
た
か
寂
し
い
。
例
の
老
人
ハ
已
に
入
╱
い
〔
つ
〕
て
し
ま
つ
た
の
か
な
。
小
松
先
生
ハ
ど
ー
し
た
ろ
ふ
。
老
人
か
や
╱
つ
て
来
た
。
外
国
の
話
か
中
々
は
づ
ん
た
。
老
人
も
曾
て
洋
行
╱
し
た
こ
と
か
あ
る
の
た
。
明
治
五
年
の
頃
た
と
云
ふ
こ
と
た
。
╱
晩
食
後
、
尚
絅
堂
集
を
読
ん
た
。
気
に
入
つ
た
の
か
七
八
首
╱
あ
つ
た
。
青
紙
の
片
を
は
つ
て
記
し
て
置
い
た
。
九
時
に
新
聞
╱
か
来
た
角
力
の
方
を
丁
寧
に
見
る
も
ん
た
か
ら
、
又
十
時
に
╱
な
つ
た
。
日
記
を
書
い
た
ら
十
一
時
に
な
つ
た
。
夜
廻
り
の
析
╱
聲
か
寒
そ
ふ
に
潮
聲
と
相
応
呼
し
て
居
る
。
十
九
日
土
八
時
に
目
覚
め
た
。
日
ハ
相
変
ら
す
室
一
杯
に
差
し
込
ん
て
居
╱
る
。
風
ハ
更
に
な
い
、
一
層
暖
か
い
。
海
ハ
微
か
う
ね
り
か
あ
る
位
た
。
╱
穏
や
か
な
こ
と
た
。
白
帆
か
已
に
沖
の
方
に
點
々
し
て
居
る
。
漁
師
╱
の
内
儀
さ
ん
連
ハ
濱
邉
に
網
を
乾
し
て
居
る
。
御
客
て
も
ふ
╱
散
歩
に
で
か
け
し
て
居
る
人
も
二
三
人
見
へ
る
。
か
ゝ
る
雰
囲
╱
気
の
中
に
生
息
す
る
人
間
ハ
何
そ
暢
気
な
ら
さ
る
を
得
ん
╱
や
た
。
健
康
に
よ
い
の
も
尤
も
の
次
第
た
。
脳
裡
一
點
の
塵
╱
事
な
し
た
も
の
、
夫
れ
て
だ
め
な
ら
元
来
身
体
其
物
が
好
か
ん
╱
の
た
。
焼
き
直
す
よ
り
外
仕
方
か
な
二
一
二
い
。
╱
朝
食
後
、
あ
ま
り
暖
か
た
か
ら
、
海
濱
を
散
歩
し
た
。
暖
か
╱
い
こ
と
ハ
暖
か
い
か
、
あ
る
か
な
い
か
判
ら
ん
様
な
風
た
か
冷
た
い
。
頚
╱
元
が
冷
や
〳
〵
す
る
。
砂
山
の
方
ハ
暖
か
い
。
非
常
に
暖
か
い
。
其
╱
代
り
先
客
が
中
々
あ
る
。
彼
處
に
も
ご
ろ
り
此
處
に
も
ご
╱
ろ
り
た
。
中
に
ハ
日
傘
て
覆
ふ
て
ご
ろ
り
や
つ
て
居
る
女
も
╱
あ
る
。
以
て
其
暖
か
さ
か
知
れ
る
。
╱
帰
路
に
就
い
た
。
渚
を
ち
よ
こ
〳
〵
と
歩
て
く
る
人
か
あ
る
。
╱
不
思
議
に
も
余
を
呼
ふ
。
誰
た
ろ
ふ
。
水
野
た
。
君
ハ
病
気
╱
て
あ
つ
た
そ
ふ
な
、
見
舞
も
せ
い
て
。
何
に
さ
ほ
ど
て
も
な
か
╱
つ
た
の
た
よ
。
只
た
長
い
に
ハ
閉
戸
（ママ）し
た
。
君
ハ
ど
ー
し
て
来
た
╱
の
か
。
少
し
風
引
い
た
も
ん
だ
か
ら
、
何
て
も
ま
た
風
聲
╱
た
。
少
し
歩
こ
ふ
。
君
歩
い
て
よ
い
の
か
。
も
ふ
大
丈
夫
╱
医
者
ハ
も
ふ
ど
ん
〳
〵
歩
け
と
云
ふ
の
た
よ
。
時
に
君
╱
此
度
の
予
算
ハ
ま
づ
か
つ
た
な
。
そ
ふ
と
も
、
内
閣
て
も
非
常
╱
に
反
対
か
あ
る
よ
。
つ
ま
り
、
勝
田
不
信
任
た
ね
。
寺
内
も
、
も
ふ
╱
此
議
会
き
り
て
み
き
り
を
付
け
ね
ハ
ま
つ
く
な
る
よ
。
夫
れ
に
し
╱
て
も
惜
い
こ
と
を
し
た
。
今
度
の
予
算
を
手
際
よ
く
や
つ
て
╱
其
上
、
自
発
的
に
や
め
た
ら
将
来
の
立
場
か
好
つ
た
の
た
。
╱
君
、
も
ふ
帰
ふ
ぢ
や
な
い
か
。
僕
の
宿
へ
寄
つ
て
休
ま
な
い
か
。
╱
そ
ふ
し
よ
ふ
。
時
に
巳
代
治
ハ
ど
ふ
云
て
居
る
か
ね
。
彼
ハ
ね
╱
是
非
、
西
園
寺
を
出
さ
な
け
れ
ハ
な
ら
ぬ
と
云
ふ
て
居
る
よ
。
╱
夫
人
〔
子
〕
自
身
ハ
野
心
ハ
な
い
の
か
。
僕
ハ
あ
る
と
思
ふ
ね
。
ふ
ん
、
╱
そ
ふ
か
な
。
僕
ハ
な
い
と
考
へ
る
よ
。
彼
も
天
下
か
行
か
ん
こ
と
╱
位
ハ
、
彼
ハ
知
つ
て
居
る
よ
。
彼
ハ
徹
頭
徹
尾
黒
幕
╱
の
人
た
よ
。
そ
れ
ハ
そ
ふ
た
。
然
し
野
心
ハ
あ
る
よ
。
兎
に
╱
角
彼
ハ
い
ら
い
よ
。
全
く
努
力
の
結
果
ね
。
講
和
大
使
ハ
╱
誰
か
よ
か
ろ
ふ
。
夫
れ
ハ
本
野
た
よ
。
本
野
て
ハ
い
か
ん
よ
。
山
本
╱
権
兵
衛
か
よ
い
よ
。
夫
れ
ハ
絶
対
に
い
か
ん
よ
。
誰
か
寺
╱
内
の
後
を
引
受
け
る
る
か
知
ら
ん
か
、
非
常
に
損
を
す
る
╱
よ
。
第
一
、
彼
ハ
山
縣
に
い
か
ん
た
ろ
ふ
。
夫
れ
に
、
彼
ハ
独
り
き
╱
り
の
男
た
よ
。
自
分
て
外
国
の
こ
と
か
判
る
積
り
て
居
る
か
╱
た
め
た
よ
。
夫
れ
ハ
本
野
に
限
る
よ
。
誰
か
行
て
も
味
い
こ
と
╱
ハ
な
い
よ
。
本
野
ハ
副
使
だ
よ
。
山
本
よ
り
ハ
巳
代
治
の
╱
方
か
よ
い
よ
。
夫
れ
ハ
そ
ふ
と
も
。
然
し
彼
ハ
引
受
け
ん
よ
。
╱
そ
ふ
て
も
な
い
よ
、
外
交
調
査
会
の
如
き
ハ
独
り
て
世
╱
話
焼
い
て
居
る
よ
。
君
、
夫
れ
ハ
内
輪
の
仕
事
た
か
ら
た
よ
、
╱
彼
ハ
決
し
て
表
面
に
立
つ
こ
と
ハ
し
な
い
よ
。
そ
ふ
て
も
な
い
よ
、
╱
見
給
へ
、
西
園
寺
か
や
る
と
き
に
ハ
、
き
つ
と
彼
に
入
閣
を
勧
╱
め
る
よ
。
然
し
、
彼
ハ
入
ら
ん
よ
。
入
り
て
く
れ
る
方
か
、
内
閣
の
為
╱
め
利
益
か
と
ふ
か
判
ら
ん
よ
。
力
量
は
あ
る
か
、
何
に
し
ろ
╱
危
険
の
人
た
か
ら
な
。
そ
れ
ハ
そ
ふ
た
。
時
に
宗
像
╱
ハ
我
々
の
倶
楽
部
に
入
つ
た
の
か
な
。
所
か
入
ろ
ふ
と
云
ハ
ん
╱
よ
。
我
輩
も
云
つ
て
見
た
が
ど
ふ
云
ふ
理
か
知
ら
ん
か
╱
入
ら
ん
よ
。
北
里
ハ
来
る
よ
。
彼
ハ
幸
倶
楽
部
か
ら
╱
非
常
に
勧
誘
を
受
け
て
居
る
け
れ
と
、
結
局
我
╱
々
の
所
に
来
る
よ
。
そ
ふ
な
れ
ハ
よ
い
か
。
彼
も
寺
内
か
ら
╱
釘
打
た
れ
て
居
な
い
か
な
。
夫
れ
ハ
断
し
て
な
い
よ
。
二
一
三
「
南
弘
日
記
」
何
處
╱
か
入
る
と
き
に
ハ
僕
に
相
談
す
る
と
云
ふ
て
居
る
よ
。
夫
れ
ハ
╱
そ
ふ
と
君
、
此
の
間
の
知
事
の
交
迭
ハ
ど
ふ
し
た
の
か
な
。
╱
そ
ふ
、
あ
れ
か
。
あ
れ
ハ
原
や
元
田
か
八
か
間
〔
ま
〕
し
く
て
た
ま
╱
ら
い
で
ね
。
と
ふ
ど
ふ
森
ま
て
や
つ
た
よ
。
そ
ふ
か
よ
く
や
╱
つ
た
ね
。
然
し
、
内
閣
ハ
あ
れ
て
損
し
た
よ
。
世
間
て
ハ
決
し
て
╱
評
番
（ママ）か
よ
く
な
い
か
ら
ね
。
そ
ふ
た
ろ
ふ
よ
。
其
代
り
次
╱
の
内
閣
ハ
得
す
る
よ
。
政
友
会
時
代
に
ハ
ど
ふ
に
か
せ
ね
╱
ハ
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
ね
。
そ
ふ
だ
ろ
ふ
ね
。
困
つ
た
も
の
ね
。
╱
も
ふ
飯
た
か
ら
帰
る
よ
。
そ
ふ
か
。
そ
こ
と
て
送
ろ
ふ
よ
。
╱
門
の
前
て
さ
よ
な
ら
し
た
。
╱
昼
食
後
、
や
は
り
風
か
な
い
。
近
来
珍
し
い
こ
と
た
。
又
海
岸
╱
を
ふ
ら
つ
い
た
。
不
相
変
人
か
出
て
居
る
。
砂
山
の
あ
た
り
ハ
更
╱
に
多
い
。
小
供
と
ふ
ざ
け
て
居
る
御
母
さ
ん
も
あ
る
。
舟
中
に
坐
╱
を
占
め
て
議
論
し
て
居
る
も
の
も
あ
る
。
沙
上
に
ち
ゃ
ん
╱
と
坐
つ
て
話
し
こ
ん
て
居
る
媼
さ
ん
連
も
あ
る
。
種
々
雑
╱
多
た
。
例
の
老
人
先
生
ハ
居
な
い
か
な
。
砂
山
で
新
╱
聞
を
読
む
と
能
く
云
ふ
て
居
た
か
、
も
ふ
も
居
ら
し
╱
い
。
何
か
面
白
い
石
て
も
な
い
か
な
。
行
く
〳
〵
下
は
か
り
見
╱
て
ゐ
た
か
ど
ふ
も
な
い
。
だ
ん
〳
〵
行
い
て
人
も
稀
に
な
╱
つ
て
来
た
か
ら
、
ふ
り
か
へ
り
み
れ
ハ
宿
ハ
だ
い
ふ
ん
遠
く
な
つ
╱
た
。
更
に
疲
労
ハ
感
せ
ん
か
、
も
ふ
帰
ろ
ふ
。
忽
ち
夕
╱
顔
形
の
石
が
見
付
つ
た
。
室
へ
入
つ
た
。
も
ふ
四
時
た
。
睡
く
て
╱
た
ま
ら
な
い
。
古
事
読
本
を
読
み
始
め
た
。
ど
ふ
も
睡
い
。
╱
茶
を
呑
ん
た
り
、
も
る
と
ん
を
口
に
入
れ
た
り
し
て
、
五
時
に
〔
や
つ
と
〕
読
╱
み
了
つ
た
。
湯
に
入
つ
た
。
誰
も
居
な
い
。
少
時
く
す
る
と
大
勢
╱
や
つ
て
来
た
。
例
の
老
人
も
来
た
。
今
日
ハ
平
塚
へ
行
つ
て
来
╱
た
云
ふ
こ
と
た
。
╱
日
記
を
書
い
て
居
た
ら
、
九
時
に
な
つ
た
。
ベ
ル
を
押
し
て
新
╱
聞
が
来
な
い
と
尋
ね
た
て
見
た
か
こ
な
い
と
云
ふ
。
明
日
ハ
╱
帰
る
の
た
か
ら
、
止
め
た
の
た
ろ
ふ
。
牀
を
展
へ
さ
し
た
。
尚
絅
堂
╱
集
を
少
し
読
た
。
寒
い
か
ら
寝
る
こ
と
に
し
た
。
二
十
日
日
八
時
に
起
き
た
。
外
ハ
風
も
な
い
。
日
ハ
温
か
た
。
然
し
、
今
日
ハ
御
╱
名
残
た
。
議
会
か
始
ま
る
。
当
分
ハ
朝
光
に
も
浴
す
る
こ
と
か
出
╱
来
な
い
。
都
合
か
付
け
ハ
、
土
曜
日
く
ら
い
か
ら
一
晩
か
二
晩
泊
り
に
来
╱
た
い
も
の
た
。
朝
食
後
、
萬
般
の
荷
造
を
な
し
拂
を
も
済
╱
し
た
が
、
ま
た
時
間
か
早
い
。
立
つ
て
軒
に
臨
ん
て
少
時
海
╱
を
眺
め
た
。
日
と
反
映
し
て
鏡
の
様
に
き
ら
〳
〵
と
輝
い
て
居
╱
る
。
三
崎
半
嶋
と
豆
相
の
連
山
と
ハ
〔
互
に
〕
眉
黛
を
〔
の
〕
美
を
争
ふ
╱
て
居
る
。
十
時
四
十
分
に
な
つ
た
。
ま
た
少
し
早
い
か
行
ふ
。
十
一
時
╱
一
分
に
発
車
し
た
。
国
府
津
仕
立
た
も
の
か
ら
非
常
に
す
╱
い
て
居
る
。
一
人
の
老
人
か
居
る
。
鞄
に
北
島
と
あ
る
か
ら
大
社
╱
の
北
島
た
。
禱
龍
館
に
来
て
居
た
と
云
ふ
こ
と
た
。
進
ん
て
╱
一
揖
し
た
。
夫
れ
か
ら
、
打
解
け
て
政
海
の
話
を
し
た
か
元
来
素
╱
人
た
。
あ
ま
り
共
鳴
し
な
い
こ
と
か
あ
る
。
一
時
頃
新
橋
に
著
╱
い
た
。
夫
れ
か
ら
、
車
て
帰
り
た
。
譲
二
一
四
治
か
非
常
に
喜
ん
た
。
留
╱
守
中
の
こ
と
を
聞
い
た
り
、
手
紙
や
新
聞
を
見
た
り
╱
し
て
晩
、
湯
に
入
り
て
寝
た
。
二
一
五
「
南
弘
日
記
」
